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へお世話になる事になった時であった。既に前年かに東北大学を定年となられた豊田武先生が史学科に来ておられたが、まずお二人の先生に御挨拶申し上げたのである。その頃の史学科研究室は、現在ボアソナードタワーの南入口付近に位置し いた第Ⅱ校舎の二階の一室で、全教員合同であった。隣室は地理学科の合同研究室であり、良く地理の先生方ともお会いする事が り、ま 当時地理の三井嘉都夫先生が学部長であり、学部主任として村上先生も活躍していて 特に親しい関係にあったように覚えている。　
この史学科合同研究室が学科や法政大学史学会の日常的業務の
中心であり、豊田・村上・安岡先 が主となり諸行事の計画・立案がなされており、非常勤講師 依頼などもその中から進められていた。印象的なのは、史学科草創期の岩生成一先生なども出講中であり、私とし は驚異的な存在の先生方 のに恐縮した次第である。史学会 講演会行事にも著名な先生方をお招きされたのは、豊田先生以下の御努力の賜物であったか 思うが、それと共に今も思い出されるの 史学会の見学会の事である。多くは豊田・村上両先生の発案であったかと思うが 鎌倉や川越方面などの史跡などをめぐる機会が得られ ことは有難いことであった。時には東横線で帰京 折に豊田・村上両先生と御 緒する機会があり、両先生のお話をうか っていると、いろ ろ 発
想が飛び出してくるのに驚かされた。広く研究されていた両先生たちならではのお話であったと考えている。　
また学外では、地方史研究協議会との関連で村上先生に従って
長く近世史研究者に知合を得 ことが出来た。私は、何にでも興味をもつ傾向があるので、つい豊田・村上先生のおすすめのままに、会員でも無かったという多少のためらいはあっ が、地方史研究協議 の常任委員になった。村上先生は、間もなく委員長となって中心的に会の運営をになわれた。しかし、私の方は同時に日本考古学 会の委員に推されて、両委員会 日時が殆ど重複する羽目になった。その為、 村上先生を補佐することができなくなった。結局、法政大学が委 開催に便利であるから会場借用係をしてくれといわれ、一時中断したことがあったが、殆ど十五年余りも委員をする羽目になった。　
それと共に、地方史研究協議会を通じてその会員の多くとお知
合となった。とかく専門分野以外の人と接することが無い場合が多いのであろうが、私は村上先生を通じて広く日本史研究者達とも接することができたこと 望外の幸であった。そしてまた、その後私も二・三の自治体史編纂など 係わることになり、あの村上先生の御 忙 お姿を思い出したところであ　
村上直先生は、御自分の研究はもとより、ゼミなどを通じて多
くの近世史研究者をお育てになり、今そ ぞれ活躍中である。どこかで「村 軍団」という言葉を聞い があったが、まさしく法政大学の疾風 如き近世史グループの活動が観測さ たことがあり、それが表現されたのであろう。先生の教育の成果はこれ


























一九八三年（平成元年）春のこ 、 大学現代 祉学部の馬
場憲一教授が、東京都教育庁で文化財調査を担当しておられた時のことである。小笠原諸島の歴史を語る時に欠くことのできない重要な人物 「 花作助」 ご子孫が、関係古文書を小笠原村に寄付された。小花作助は文久元年（一八六一）に幕臣 して、小笠原 派遣 、現地に留まって 治に大きく貢献した。明治新政府に起用されて、内務省の小笠原出張所長になった人物 ある。その古文書調査を企画した馬場さんと、村上先生・安岡昭男先生・柏木一朗君と私 五人 小笠原へ渡 た。私 とっては六回目の小笠原行きであった。　
古文書は約二〇〇点で、あらましの解読を付し、目録を作り、
全点記録撮影した。村上先生 はその頃は東京都文化財保護審議会委員であった。村上先生は古文書の担当委員で、かつ副会長の要職にあった。小花作助関係 は、内容から東京都の文化財に指定すべきだと判断された。調査は真剣に行われた。幕末から明治初期にかけての古文書で、安岡先生の独壇場であっ 。調
















私は長きにわたってなにかにつけご指導を頂いた。先生についていつも思い出される印象はその穏やかさであった。また、難しい状況においても失 ない淡々とした振舞いであった。その内心は私どものうかが 知るところで かったとしても。会議の場などで意見の対立が解けないとき、先生の大所高所 らのご意見でいつの間にか合意 至るということも度 拝見した。　
先生は小まめに記録を取る方であり、また、記憶力の優れた方
であった。私は史学科の歴史を語られる先生の文章 数々でそ片鱗を知らされることが多かった。その明晰さは最晩年 至るまで保たれた。先生の専門分野に於け ご業績につい 、私には語る資格が無いが、そのご研究ぶりは一見淡々としたものではなかったかと勝手に推察している。日々 努力の積み重ねが、いつしか大きな成果を生み出していった ではないか。　
また一方で先生の芯の強さを垣間見る機会もあった。先生がご
自身の研究の歩みを語ら る中で話されたことがあ 代官を研究対象に選ばれたとき、先輩の研究者からそれはやめてお た方が良くはないかと言われた。かつては時代劇などでと く代官が悪役として描かれることが多かったせいという。でも先生は初志を曲げられなかった。法政史学会の見学会で世田谷の代官屋敷跡など 見学した際、先生の解説 ごく自然のものに聞こえ、研
究対象を自家薬籠中のものにするとはこのようなことかと感心したことを憶えている。　
先生はご自身のものを堅持しながら、多くの異なったタイプの












した。その約一年前、学生時代の恩師だった北島正元先生 ご紹介で、大学院の授業を聴講させていただ てい のだが、先生


























のは、先生のお書きになった原稿か何かを創文社かどこかの編集部に届けた時、お母様のご葬儀の時、それに先生がお亡くなりになった時の僅か三度しかなかった。ご自宅が駅から少し長く歩ねば らなかったためか、このほか何度かは武蔵小杉の駅前にあった東急系列 ホテルで 会いし 話をしながらコーヒーや食事をご馳走になった。　
平成八年 （一九九六） 三月、法政大学を退職なさって名誉教授と








講師として法政大学史学科の西洋史ゼミを担当させていただいた時だった。その後も兼任講師 続けさせていただき、一九八九年四月には村上先生 ご推挙のお蔭もあり、 学科の専任教員となった。以来、村上先生が定年でご退職になるまで、畏れ多いことながら史学科の 「同僚」 として 先生とご一緒させていただい 。その間、先生が私のような「若輩者」 （当時。今 教員歴が最長 ってしまった…） に対して、 いかに優しく 「偉ぶらない」態度で接してくださったかについては、先生 ご退職記念にあたる『法政史学』第四八号にも拙文で記させて ただいた 先生がご退職になる一九九六年三月には、同年四月から私 一年間 在外研究に出る予定になっていたこともあり、史学科教員一同で修善寺に一泊旅行に行った。この時の学科旅行は 村上先生のお蔭で行く先々で厚遇を受けるこ ができ、村上先生のご解説 あいまって、私 とっては本当に楽 い貴重な思い出となっ いる。　
先生のご退職後も年賀状のやり取りは続いていたが、先生は必
ず、なぜか諸々の校務に使われてしまうこと 多い私のことを案じてくださる一文を、書き添えてくださって た。私は二○一二年度には 法政大学文学部九○周年記念事業を企画・実施するワーキンググループの座長として、七月二一日にシンポジウム、一月一日に文学部ホームカミングデーを開催したのだが、ホームカ
ミングデーには文学部を退職された先生方にもぜひお越しいただきたいと考え、村上先生にも案内状をお送りしていた。すると先生はわざわざ電話をくださり、 「懐かしいし、行きたいのはやまやまなのだけれど、寒い時期の夜の外出は控えるよう しているので」とお断りになりながらも、 「貴女も相変わらず大変そうだね」と気遣ってくださった。今思うと、それが村上先生と交わした最後の会話になってしまった。　
村上先生からは今年の年初にも、 「史学科も移動があったよう











りますが、 単に自尊心（時に虚栄心）が強く、 わがままで開き直っていると見られる大学教員もいますから。第二に 肩に力を入れない洒脱な歴史の語り方です。地方文書を中心とする 数多くの一次史料の分析作業を地道に続けて歴史像を織り上げていく、そうした日本近世史研究 楽しさ、醍醐味が良く伝わってきました。第三に、学生、と わけ大学院生の日常生活におけるさまざまな悩み、苦労、問題へ 思いやりです。村上先 ご自身、大学教員になる過程でご苦労なさったことは、何度か直接お伺いしました。そうしたご経歴が さりげない思いやりの背景にあったので ょう。入学後間もない私は、必ずしも快 とばかりは言えな 周囲の反応に接 たことがあります。そういう時期に、村上先 には常に心温まるおことばをかけていただきました。まさに人間とはどうあるべきかを教えていただい と、先生のご遺影 前にして改めて思いました。　
村上先生の授業には、通信教育部の社会人学生やＯＢが何人も

















けた学恩は多々ありますが、まず何より学生が抱く歴史観に対する寛容さ、包容力を挙げ ければならないでしょう。学生の立場として、啓蒙専制君主のよう 大 教員ならまだ少しは救いがあ






あと思い、一瞬絶句しましたが、頭に浮かんだのは安岡、村上両先生の上記のような教育姿勢でした。ありがたいと思っていますと答えた に対し、石井先生は頷くだけでした。ことによると、石井先生の質問の趣旨から外れていたかも知れないのですが（なぜか、その後も同じ質問を何度か受け から） 、落ち着いて研究をする居場所になったということはご理解いただけたと思っています。　
今、私立大学およびその教職員は、グローバリゼーションの観














い。近世史を学ぶためには近世文書研究会というサークルに入らなくてはならないらしく、それ も増して村上先生を頂点とする重厚な研究集団が関東各地の自治体史編纂に乗り出しているという事実は、近世史に対する敷居をさら 高めた。そして進級してみると先生のゼミ 人気が高く、近世史研究への情熱にあふれた先輩達が村上先生を取り囲み、ゼミ生でもなんで ない私が、史学科のフロアで気軽に先生とお話しできるような雰囲気ではなかった（ように、学部 の私には思われた） 。　
そういった勝手な誤解が重なった結果、学部時代 私と先生の
縁は、け して深いもの は かったはずであ 。接点があるとすれば、その頃から出席していた法政大学 学会の例会・大会・見学会の場であった。発表者 対する先生のコメント 拝聴しあるいは史跡見学でご一緒するなどの機会が続いた。そ ような中で顔だけは覚えていただいていたのかもしれない。しか 学部時代の私は常に、尊敬の念というよりは畏怖の気持ちをもって遠くから先生を仰ぎ見ていたの ある。　
その後、私の中で村上先生に対する印象が覆ることになるのは












　「塩沢、お前、甲府だったよな。お前んとこの寺、何んちゅう名だ？」 「金手の尊躰寺ですが」 「あそこにゃ、大久保長安の墓があるのお前知ってるか。富田武陵の墓もあるぞ」 。いつのことか記憶は定かではありませんが、何故か鮮明に村上先生とのこ 会話が記憶に残っております。大久保長安 ことは知っていましたが、その墓が実家の寺にあるとは驚きでしたし、村上先生が大久保長安研究 第一人者 あるとはそれまで浅学故に気づきませんでした。その尊躰寺 、甲府市の城東、 （旧）国道二〇号線が大きくクランクするところにあります。大久保長安の墓石は本堂向かって右手、富田武陵の墓石は左手に す。 た本堂に 三つ葉葵の紋の入った幕が掛けられてい 尊躰寺は武 信玄父信虎が建立したもので で、何故か分かりませんでしたが、甲府徳川家と 関係が村上先生からいろいろとご教授を受け ことで理解できた次第です。　また、山梨では言う事を聞かない人（特に子供に対して）のこ
とを「お代官」といいます。小さい頃から代官は悪 人、理不尽な人と捉えていましたが、大学院 学試験 面接など村上先生のお顔が代官に見えた きもあります。代官の も村上先生ご専門であり、村上先生とお話をさせ いただくなかで、石和代官、鰍沢代官などの存在を通 て門外漢ながら「お代官」 意味を改めて認識するに至りました。私の場合、授業を通してという
修士論文口頭試問の時であった。大学院棟の試問会場内には指導教授の伊藤玄三先生と、村上直先生・安岡昭男先生が並んでおられた。主査である伊藤先生からはもっと面白いも を書くよう叱咤され、 恐縮しきりであったが、 それまで伊藤先生のお話をじっと聞いておられたかにみえた村上先生がお むろに口を開かれ、「君の論文はいいじゃないか。分量もあるし体裁もしっかりしている。図もちゃんと作ってある。 」ときっぱりとおっしゃり、その場が一転して和やかになった。その時私は のお言葉に救われたと思ったのではあるが、同時にこれま 村上先生に対してとんでもない思い違いをし いたことに気づき、大いに反省したものである。　
近世文書研究組織を編成して各地の歴史資料を精力的にまとめ
続けてこられた先生が、実際には気さくなお人柄で学生の育成定評のある方 ということを本当の意味で知ることになるのは、横浜市の財団に就職して 先生 御指導を受けた神奈川県内の多くの研究者と出会ってからの である（分野は異なっていても法政の出身で本当によかっ 、心の底から思っ ものである） 。その後史学科に着任してからも、史学会 見学会や文学部同窓会の会報記事など 村上先生には大変お世話になり、ようやくお付き合いを深めることができる うになったと感じていただけに、ご逝去 報に接して全く残念というほ 。 よりご冥福をお祈りする次第である。
（法政大学文学部教員）

























タートすることになったが、同時に村 は十月一日付で法政大学の専任教員に就任。十月末には「八王子千人同心文書」のフィールド調査が学生三〇名余の参加を得 史 研究室主催で行われるなど、先生の着任によって史学科の近世史研究は地方文書調査を主体とする地域史研究 重きがおかれるよう なっていった。　
村上先生は東京第一師範学校卒業後、東京都西多摩郡五日市
町（現・あきる野市）の小学校に勤務し、三十代半ばからは八王子市を訪れ代官頭大久保長安や八王子代官（関東 八代官） 、王子千人同心などをテーマに近世史研究に携わられてき ともあり、多摩の歴史に強い関心と興味をもって取り組んでこられていた。そのため村上先生が指導す 法政大 の近世史研究は、八王子市を手始めに秋川市、五日市町（いずれも現・あきる野市） 、





















を受けて吉野家文書調査（青梅市）の調査団長をはじめ八王子千人同心関係資料調査団長、さらに一九八五年からは八王子市教育委員会が開始した八王子千人同心史編纂事業 編集委員会委員長なども務められ、多摩の近世史研究に精力的 取り組み、その都度、学生たちをフィールド調査に誘ってくださった。また、一九八六年からは法政大学の経済・社会両学部の キャンパスへの移転を契機に、多摩図書館内に開設された地方資料室（のちに多摩地域社会研究センター）による高尾山薬王院文書（八王子市） 、高幡山金剛寺文書（日野市） 、武蔵御嶽神社及び御師家文書（青梅市）などの寺社調査でも調査団長として調査の指揮にあたられた。このような先生のご活躍によって、その下で 活動参加した学生たちは多摩の近世史研究に携わり研究者とし 育てられていっ　「法政大学は一九七〇年代以降の多摩地域の近世史研究を主導してきた」と地元で評されているように、地域に根差したそ 研究活動は多摩地域の市民に広く知られており、村上先生が多摩地域の近世史研究の深化に寄与し 功績は大きく これからも永く語り継がれていくことになると思う。　先生にお会いし師事してから四十三年。折に触れて村上先生の
多摩地域での研究活動をお手伝いさせてい だき、私は多くのことを学ばせていただいた。特に前述 古文書調査や編纂事業では








の合計四九名であり、教室は五八年館六階の八六五教室であった。とてもゼミ室と呼べるよう 教室ではなく、正直な ころ想像していたゼミ活動ができ 雰囲気でもなかった。少人数で史料講読や研究発表を通して活発な意見交換をす 想定していたのだが、大人数で議論 状況ではなく、卒論提出を翌年度に控えて少しばかり心配になった。　
ゼミが終わったあと、先生に卒論執筆に向けた研究の取り組み





















































東河川水運史の研究』を出版しました 、その き村上先生からお電話を頂戴し、学位を申請 ようにおすすめ頂きました。そのうえ法政大学史学会と 共催で出版記念会 で開催 て頂き忘れ難い思い出となっています。　
村上先生のご研究を回顧してみると『代官』 （人物往来社） 、 『天
領』 （同上） 、 『江戸幕府の代官群像』 （同成社） 、 『江戸近郊農村と地方巧者』 （大河書房） 、 『近世高尾山史の研究』 （名著出版） 、 『代官頭大久保長安の研究』 （揺籃社） それに編著や史料集など広範に及びます。そのうち特に村上先生が団長になって大学院生や卒




















教授木村礎先生）の分野だね」などと冗談 飛ばし、ご帰宅されました。私は、先生から、史料調査の意味 史料に裏付けられた人間の生活、庶民の 活を通して、真実の歴史を学ぶことの知見を得ました。　
先生は、大変、個性的で、ユニークで話題が幅広く、特に、戦
時中の話題になると、口角泡を飛ばすという程、若い人たちに、戦争体験を話されていました。戦争体験は 私も共通 ので、女性の戦争協力、戦争責任など話題 尽きませんでした。それからまもなく私は法学部（通信教育部）に入学、先生から教養日本史のご講義を拝聴。さらに文学部史学科に編入し、再び 先生のご指導を仰ぐことになったのです。
　〈法政大学での研究〉　本格的に学問を研究したいという願望から私は教職を退くこと









代官は悪代官ばかりだと思っていま たが違い すね」 。これには、さすが 先生も苦笑い。勧善懲悪のテレビ時代劇に、どっぷりとつかっていた子ど たちに、先生は、歴史の学び方をご教示して下さったのです。　
また、先生は、 「 『実証史学』は、決して『理論史学』と対立し



















たことにはじまる。先生は父親が山梨県韮崎市の出身で、しばしば父の実家に遊び祖父に地方文書を教わったと聞いた。先生は徳川幕府初期の民政の確立に視点を置き、特に甲州武田遺臣が登用されたことから、甲州武田氏研究の未開の分野を切り開く業績を多く残されている。山梨で農家を継ぎながら法政 通う院生事情に理解をい だき、山梨 歴史研究の後継者を育てたいという深い思いの温情に浴したことは、農業に携わり 郷土史研究の道を歩む契機となる大 な出会いであ た。　
先生は研究学徒が道を上る戦略を持っておられ、課題を見つけ

















年七月に例年のごとく暑中見舞いとしてお届け たトマトの着報電話をいただいたとき、 「息子が、このトマト美味いなと持って行ったよ」と笑いながら話された。その後に『論集代官頭大久保長安の研究』をご恵送していただいたお礼電話の折、出版には多くの支援に与ったことを話され、最後に「安達君は今何かしてる」と問われた。いま地域の伝承が継承者を失って消えよう しているので、町の郷土 会の仲間と記録に残す仕事を始め 。十数軒の集落に諏訪の御柱に合わせて寅歳・申歳に行う 湯立て神事」があり、その集落内 有賀姓の祝神は「オシャムジさん」と い先祖が諏訪より持って来たという、これらについて伝承を知る人はいない。こうしたような小さなことが各集落 あり が消えつつある状況など話した。 「それは大事なことだよ、ぜひ続け
















最後のときであった。千葉県鴨川市で文献学習を中心にした合宿が行われた。これは村上直先生を囲んで近世史専攻の大学院生によるものであった。三月といえば暖かいはずの房総も、あのときは風が強く雨もようの寒い日であった。学生生活 最後でもあり、そのときの海 荒波を見て、世の荒波に立ち向かっていけるろうかと思った る。　
しかし、その後もしばらくは、栃木県小山市史編さん委員会近
























参加は私にとって不安でした。初めての私が戦力になるわけではありません。また、私は同学年で唯一先生 演習を聴講していたため、調査先では先生以外は誰一人として知る方 いなかったからです。孤独で身の置き場に困るだろう 考え いました。ところが、うかがってみると、参加されていた多くの方から、くずし字の読み方や古文書の内容 つい 懇切丁寧に教え いただきました。馬場憲一氏、池田昇氏、澤登寛聡氏など、今日に至るまで公私さまざまな面でお世話になっている諸先輩、同期 なる武田庸二郎氏です。さ に、法政大学だけでなく、根岸茂夫氏、大石学氏、大友一雄氏など 当時にあって新進気鋭の他大学の研究者が参加しており、右も左もわからない私に暖か 声をかけ くださいました。地元青梅の滝沢博先生からは地域 お話を聞くことができました。古文書からは江戸時代の新町村の人々の息づ いまで聞こえてきそうでした。こ 調査は私に古文書調査の醍醐味やおもしろ を教えてくれま　
その後も青梅市師岡町吉野家文書調査、八王子千人同心関係資
料調査、 日光市史編纂、 富士吉田市史編纂、 高尾山薬王院文書調査、現在も継続中の武蔵御嶽神社及び御師家古文書調査など さまざまな調査を村上先生と共に歩 せていただきました。 の調査も法政大学だけでなく、他大学の若手研究者や地元の先生方との共同作業でした。調査の際、村上先生から細かな指示などがあった記憶はあり せんが、 ある自治体 の場では、 刊行スケジュールや調査の効率を優先する行政側に対して、内容や質を重視したい私たちの意見を代弁いただきました。年齢も学歴も、もちろん
議会の常任委員長（幹事長）の任に就かれるとのことで、事務局を仰せ付かったからである。この事務局での仕事は、五十五年の準備から始めて、第三二回大会（松山、昭和五十六年十月）と第三三回大会（甲府、昭和五十七年十月 開催にあった。任務は約二年間であり、事もなく終了 き安堵の思いであった。　
地方史研究協議会事務局の任務を了えて、約一年半後の昭和

































どの大学でも偏差値の高かった史学科には到底及ばず、二部の経済学部に在籍していた。先生の書かれたもの 『歴史読本』等で読んでいて、それなりに専門の論述試験はできており、先生からお褒めをいただいた。その際、読んでいる本を聞かれて、事実ではあるが無意識に先生の恩師である北島正元先生の『江戸幕府の権力構造』です、と答え ところ、いたく感心され、案の定、英語は惨憺たる結果であったと思うが、転籍を許された。そ 年、先生は内地留学をされてゼミは持たれなかっ が、夏休み中に都立大学所蔵の水野家文書を調査するので助手をせよと ご用命で、単身手伝わせていただいた。そ 際、文書の撮影をしながら「石河」これを何と読むかわかるかと質問された。当時の私が知るよしもなく、これで「いしこ」と読むの 、初めて 先生からのレクチャーであった。　
その後、大学院へ進学したが、当時他大学からも「村上軍役」
と称される、先生が引き受けた自治体史関係、雑誌、辞典 企画物等々さまざまな仕事の分担があった。私の場合は、 から進学者で、唯一先生と同テーマの研究をし、当時では珍しかったワープロを使いこなしていたために 講演会等のレジュメの作成もした。そして 先生は書かれた論文をはじめ文章 、必ず校正をしてくれと渡された。先生の書かれたも に 入れる となぞ恐れ多いことであったが、自分 りに勉強をして、意見も申し上げた。これが当時軍役にプラスαであるから 大変キツかったが、先生の論文の書き方、研究方法を直接学ばせていただき、現在の自分にどれほど有益であったことか、今更なが に思い出さ
















一年の頃から近世文書を読むサークルに属していたものの、ゼミは当時一番の関心事だった日本近代史を選び、安岡昭男先生の下にお世話になった。しかし、三年生になり文書調査に参加する機会も増えてくるとその魅力に抗し難く、四年生からは村上先生のゼミにも顔を出すようになった。大学院から先については薄ぼんやりとしていたが、大学が寄託を受けて多摩キャンパスの図書館に保管されていた髙尾山薬王院文書に誰か取り組 者はいないかという話を伺い、心が動いた。安岡先生には申し訳のないことであったが、近代史研究は将来の課題に取っておい 、当面、薬王院文書に取り組むこと ご了解をいただいた。　
薬王院文書は、村上先生を調査団長として一九八六年から整
理・目録化が始まっていた。当時 史料集編纂の佳境 あり その校正のお手伝いもしたが、全三巻が揃ったところで大学院のゼミの共同研究のテーマ することになった。メンバー一通りの発表が済むと、先生から論文集 ま めてみないかとご提案があり、先輩の吉岡孝さんをまとめ役 、私もそのお手伝 する
れる。そして、今見返しても大変恥ずかしいものであるが、論文らしきもの？を書いて、先生に見ていただきたいとお渡しすると、少し手を入れて学会誌に投稿して下さった。さらに、先生はご自身の論文に直ぐ引用 、その箇所に付箋を貼り、印を付けて嬉しそうに渡 て下さった。それが励みになり、次の論文執筆へとつなげることができた。　
その後、単著をいくつか上梓することができたが、その評判や








典』は、生前には間に合わなか が 本年十二月に東京堂より出版の予定となった。これで先生の学恩に少しでも報い られと思う。先生のご冥福をお祈りして、筆を置きたい。






なった。一九九八年に名著出版から『近世髙尾山史の研究』が上梓された前年には、東京都教育委員会による髙尾山の文化財総合調査が始まり、歴史（古文書）部会の責任者となられた村上先生に同道し、目録作成や報告書執筆のお手伝いをした。この調査をきっかけに、薬王院の広報紙である『髙尾山報』 先生の監修で吉岡孝・岩橋清美両先輩を交えて史料の紹介記事を連載する とになった。記事がたまっ ところで『髙尾山薬王院文書を紐とく』（ふこく出版、二〇〇五）として刊行されるが、この間、先生のバイタリティによって、史料の整理と翻刻、研究、その成果の社会還元という一連のプロセスが進んだこと なる。　
ここで、薬王院文書研究を通して感じた村上先生のお人柄につ













見て、これは自分で作ったのかと聞かれ、そ ですと答えると、先生はそういうのはとても良 と褒めて下さいました。自分の論文の表や図を自分で作るのは当 り前 ことですし、まさかそんなことを言われるとは思ってもいなかった で驚きましたが、その時のことは今でも忘れられません。　
私は結婚と同時に東京に出てきたため、こちらでは知り合いも
おらず、しばらく いろいろなお稽古事に夢中になっていました。しかし、それも次第に物足りなく ってきていた時 法政大学通信教育部の存在を知り、入学しました。　
当初は四年で卒業することだけが目標でしたが、卒論を書き上
げる頃にはさらに勉強 続けたいと思うよ になっていまし 。

























なところ、語学など筆記試験がある段階で半ば諦めながらの受験でした。そ でも何とか進学でき、現在まで細々と はあっても研究生活を続けてこられたのは、あの時の村上先生との出会 があったからに他なりません。　
村上先生の下での勉強は、まだ若かったこともあり家庭生活と














ゼミでは田中休愚の『民間省要』を講読しましたが、村上 生は全国の代官のエピソードを交えて熱心に解説をされていました。その解説の中で先生がよく「代官が時代劇の悪代官み なのばかりだったら江戸幕府なんてすぐつぶれ しまう」と仰っ たのをおぼえています。　
ある年、村上先生は蔵書を川崎市公文書館に寄贈され、私もそ















































で、授業が中断されたり、大学構内へも入れなかったりという状況でした。そのような中に先生は着任され、このような状態の学生の卒論指導をなさるのですから きっと大変だったことと思います。史学研究室ばかりでなく、時には徳川林政史研究所でも、空いたお時間にご指導いただきまし 。おかげさまで 無事卒論も提出できました。そして、地方史研究協議会主催の卒業論文発表会のことは、今思い出しても大変お世話 なったものと有り難く、感謝の思 で ります。その折に先生に筆を入れていただいた原稿は、今でも大事に ております 、今、改めてそれを目にしますと 先生 青インクの万年筆で、随分と多くの箇所を直していただいた跡が残って て 懐かしくもあり の熱心 ご指導を思い出し、改めて感謝の思いがひと おです。　
卒業後も私的には、結婚式にも御出席いただいたり、子供の誕
生に際してもお心を掛けていただいたり、先生 は折々に本当に優しく接していただきま た。なかなかお目に かること 無く失礼して過ご おりまし が 『武州御嶽山文書』のお手伝をさせていただいた折に、本当にお久しぶりに 会 致しま た。少しも変わらず、優 く 声を掛けて下さった を昨日 このように思い出 ます。何年前で たで ょうか、私が今住んでおります鴻巣市の、勝願寺にある伊奈氏のお墓の写真を、という








る面接指導のときであった。しかし、実はその半年前に私は村上先生の講演に足を運んでい 。当時、卒業を控えて論文のテーマを探していた私は、川崎市大山街道ふるさと館で村上先生が講演を行うことを知り、 聴きに行ったのであ 。テーマは 「矢倉沢往還」に関わるものであった。私は自分が居を置く大山街道の歴史の深さに心 打たれた。論文のテーマを「矢倉沢往還」に決めたのは、まさにこの時であった。　
面接時にそのことを話すと、 はとても喜んでくださり、地
域に絞ってぜひ良い論文を書くようにと言われ、地元 郷土史家の方や、読んでおくべき基礎文献についてアドバイスをくださった。 「矢倉沢往還 おける二子・溝口 位置～交通と商品流通を中心に～」とういうのが論文のタイトルで、私は無事に卒業をすることができた。　
卒業の最終面接を受けてまもなく先生は現役を退かれて名誉教

























るが、 テーマは 「街道と江戸文化」 である。先生の教えを受け継ぎ、地域社会に少しでも貢献できるように、これからも研鑽と努力積み重ねていきたいと思う。
（一九九七年度通信教育部史学科卒業生）
気ぶりにはいつも驚かされた。先生が立川や八王子エリアに講演に行かれるときはＪＲ南武線武蔵溝ノ口駅で待ち合わせて往復の電車をご一緒することも多々あり、行き帰りの車内では、雑談も交えて講義では語り れなかったお話を聞かせていただくのがとても楽しく、ぜいたくなひ ときで った。　
私は、フリーで雑誌の編集や執筆などの仕事をしていたが、卒
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